【公益社団法人新潟法人会長賞】
十人十色の声が社会を動かす
　　　　 

新潟市立黒埼中学校　
　　２年　髙橋　彩秀　
　
私は今まで、税金というものは、買い物をするときに払う消費税しか意識していませんでした。しかし昨年姉の高校受験の時私立高校の「授業無償化」という話題を耳にし、私たち中高生にも税金が関係していることに気がつきました。
　高校に進学するとき、公立だけでなく私立高校を選ぶ人も多いと聞きました。しかし私立高校は授業料だけでなく、入学金などにも多くの資金がかかります。そのため、行きたい学校があっても、資金の事情を理由に進学をあきらめてしまう人がいるかもしれません。
　もし、税金によって私立高校の授業料などの負担が軽くなれば、家庭の事情で進学先を決めるのではなく、自分の意思で行きたい学校を選択する人が増えると思います。私はこのような制度が導入されたことにより、一人一人の将来の可能性がかわってくることにつながるのだと感じました。
　税金は国民が納めた大事なお金です。テレビやインターネットで税金を無駄遣いしている様子を最近よく見ます。例えば二〇二十年に流ったコロナウイルスでは、税金で買った大量のマスクが配られずに今も約八千万枚ちかく残っているそうです。大切なお金なので、無駄遣いせずよく考えてこれからの社会に役立つようもっと有効活用してほしいなと思いました。税金の使い道は国会で決められますが、私たちが貢献できることがあります。
　医療では、家で処置できるような軽い症状、例えば肌のケア、切り傷、季節の変わり目に起こる症状が少ないかぜは、わざわざ病院に行かず、様子を見ることで税金が節約されます。私たちが病院の窓口で払うお金は三割だけで、残りの七割は税金や保険料でまかなわれているのです。
　このように個人が意識すれば税金で使われるお金が節約できます。節約したお金で使ってほしいなということが二つあります。
　一つ目は、定期的に開かれる子ども食堂というイベントです。子ども食堂とは、食事を安価または無料で提供してくれるところです。日本は今、夏休みなどの長期休みになると、経済的な理由などから親が食事を準備できない家庭の子どもたちがいます。そのような子どもたちを助けるために子ども食堂が作られました。しかし、その食事代や材料費は、すべて地域の人か民間のみなさんの力で準備されています。私は、節約したお金をこのような活動の支援に使ってほしいなと感じました。
　二つ目は、私の地域には地震の影響でまだ直りきっていない危険な道路があります。全国のどの県にも人々の命や安全を考えて、最優先に税金が使われてほしいなと思いました。
　改めて一人一人がお金の使い方を見直すことで、税金の節約にもつながります。税金への関心を高める人が増えて、様々な角度からの意見が続出していく社会になってほしいです。
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